
 

黄黄
腸腸
題題
湊湊
おお
よよ
びび
黄黄
腸腸
石石
のの
墨墨
書書  

 

 

安 

藤 

喜 

紀 

 

はは
じじ
めめ
にに  

 

漢
代
の
書
道
史
を
形
成
す
る
に
あ
た
り
、
大
き
く
刻
石
書
法
と
簡
牘
書
法
の
二
方
向
か

ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
多
く
の
議
論
の
余

地
を
残
し
て
い
る
。
後
漢
の
諸
侯
王
墓
の
一
種
で
あ
る
黄
腸
石
墓
は
、
か
ね
て
よ
り
墨
書

と
刻
文
の
両
方
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
墨
書
お
よ
び
刻
文
の
多
く
の
図
版

は
確
認
で
き
ず
に
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
の
研
究
の
進
展
、
書
籍
の
出
版
に
よ
り
、

任
城
漢
墓
黄
腸
石
、
北
荘
漢
墓
黄
腸
石
の
刻
文
を
ほ
ぼ
網
羅
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
の
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
墓
ご
と
で
資
料
が
ま
と
ま
る
の
み
で
、
横
断
的
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
改
め
て
現
在
確
認
で
き
て
い

る
黄
腸
題
湊
墓
お
よ
び
黄
腸
石
墓
の
文
字
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
整
理
を
行
い
、
今
後
の

黄
腸
題
湊
お
よ
び
黄
腸
石
の
文
字
研
究
に
お
け
る
基
盤
と
し
た
い
。 

 

本
稿
で
は
、
黄
腸
題
湊
お
よ
び
黄
腸
石
上
の
墨
書
に
つ
い
て
、
現
在
管
見
を
得
た
限
り

の
資
料
を
ま
と
め
、
簡
潔
な
考
察
を
付
す
。 

 

一一
、、
現現
在在
確確
認認
ささ
れれ
るる
黄黄
腸腸
題題
湊湊
墓墓
おお
よよ
びび
黄黄
腸腸
石石
墓墓  

 

ま
ず
、
各
地
で
確
認
さ
れ
て
い
る
黄
腸
題
湊
お
よ
び
黄
腸
石
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た

め
に
、
現
在
推
定
さ
れ
て
い
る
各
黄
腸
題
湊
墓
お
よ
び
黄
腸
石
墓
の
墓
葬
年
代
、
墓
主
を

ま
と
め
、
そ
れ
を
推
定
さ
れ
る
墓
葬
年
代
順
に
並
べ
替
え
た
も
の
を
表
に
し
た
。
な
お
、

墓
葬
年
代
に
つ
い
て
は
、
そ
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
年
号
の
あ
る
も
の
は
そ

れ
に
従
い
、
な
い
も
の
は
、
推
定
墓
主
の
没
年
を
基
準
に
し
た
ほ
か
、
複
数
人
推
定
墓
主

の
あ
る
も
の
は
、
発
掘
報
告
並
び
に
先
行
研
究
の
記
述
と
合
わ
せ
て
、
お
よ
そ
の
墓
葬
年

代
を
算
出
し
て
い
る
。 

 

こ
の
表
を
見
る
限
り
に
お
い
て
、
漢
初
に
は
異
姓
諸
侯
王
の
張
耳
、
呉
氏
の
墓
葬
に
も

見
え
る
。
長
沙
王
が
呉
氏
か
ら
同
姓
諸
侯
王
に
変
わ
っ
た
頃
ま
で
長
沙
国
で
は
黄
腸
題
湊

の
墓
葬
が
続
く
。
そ
の
後
は
地
域
的
に
散
在
す
る
も
の
の
、
近
い
年
代
に
ま
と
ま
っ
て
作

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

 

表
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
は
文
字
資
料
と
墓
主
の
関
連
か
ら
前
漢
以
降
に
限
定
し
て
い

る
が
、
前
漢
以
前
に
も
、
秦
の
大
公
一
号
墓
が
題
湊
を
作
っ
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
。（
一
九
） 

 

そ
も
そ
も
「
題
湊
」
の
語
は
『
呂
氏
春
秋
』
「
孟
冬
紀
」
節
喪
に
「
今
無
此
之
危
、
無
此

之
醜
、
其
為
利
甚
厚
、
乗
車
食
肉
、
澤
及
子
孫
、
雖
聖
人
猶
不
能
禁
、
而
況
於
亂
。
國
彌

大
、
家
彌
富
、
葬
彌
厚
。
含
珠
鱗
施
、
夫
玩
好
貨
寶
、
鍾
鼎
壺
濫
、
轝
馬
衣
被
戈
劍
、
不

可
勝
其
數
。
諸
養
生
之
具
、
無
不
從
者
。
題
湊
之
室
、
棺
槨
數
襲
、
積
石
積
炭
、
以
環
其

外
。
姦
人
聞
之
、
傳
以
相
告
。
上
雖
以
厳
威
重
罪
禁
之
、
猶
不
可
止
。
」
と
見
え
る
の
が

最
も
古
い
使
用
例
で
あ
り
、
出
土
文
物
に
お
い
て
も
戦
国
中
山
王
墓
の
兆
域
図
中
２
０

に
も

見
え
る
。
そ
の
た
め
、
「
題
湊
」
の
概
念
は
戦
国
時
代
晩
期
に
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
呂
氏
春
秋
』
の
記
述
を
見
る
限
り
、
題
湊
は
葬
を
厚
く
し
て
墓
室
を
作
る
際
に
用
い
ら

れ
た
材
の
積
み
方
で
あ
っ
て
、
回
廊
を
形
成
す
る
材
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
墓

室
を
め
ぐ
る
回
廊
を
形
成
す
る
壁
材
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
漢
に
入
っ
て
か
ら

と
考
え
ら
れ
、
題
湊
の
役
割
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
一
考
を
要
す
る
。 

 
こ
の
題
湊
の
役
割
は
、
盗
掘
を
防
ぐ
目
的
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
戦
国
中
山

王
墓
の
兆
域
図
中
に
見
え
る
題
湊
は
王
や
王
后
の
墓
室
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
下
位
で
あ

る
夫
人
の
墓
室
に
の
み
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
盗
掘
を
防
ぐ
目
的
以
外
に
も
、
礼
の
観

点
か
ら
何
か
し
ら
の
意
味
が
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。 
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二二
、、
黄黄
腸腸
題題
湊湊
上上
のの
墨墨
書書  

 

黄
腸
題
湊
の
墨
書
に
つ
い
て
は
『
定
陶
漢
墓
黄
腸
題
湊
調
査
、
保
存
与
研
究
』
に
４
例

見
え
る
。
２
１

２
例
は
墨
書
画
像
で
２
例
は
赤
外
線
写
真
に
よ
る
解
析
に
よ
っ
て
判
読
可
能

な
状
態
に
な
っ
た
図
版
で
あ
る
。
ま
た
有
紀
年
も
の
が
２
例
、
無
紀
年
で
大
き
さ
や
重
さ

な
ど
が
記
さ
れ
た
も
の
が
２
例
で
あ
る
。
定
陶
の
黄
腸
題
湊
の
大
き
さ
は
そ
の
多
く
が
長

さ
１
．
１
５
ｍ
、
厚
さ
０
．
６
ｍ
、
幅
０
．
７
５
ｍ
で
あ
り
、
そ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
一
字
の
大
き
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、
図
版
の
書
が
幅
０
．
７
５
ｍ
の
面
な
ら
ば
、

比
率
か
ら
行
幅
は
１
０
ｃ
ｍ
未
満
で
あ
る
。 

 

そ
の
文
内
容
は
、
漆
器
の
針
刻
、
骨
簽
な
ど
に
類
し
、
役
職
名
お
よ
び
人
名
、
数
量

（
題
湊
の
大
き
さ
）
、
紀
年
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
別
稿
に
改
め
る
が
、

そ
の
書
の
様
相
は
、
尹
湾
漢
墓
の
名
謁
の
書
風
に
近
い
、
均
整
な
波
法
を
も
っ
た
書
で
あ

る
２
２

。
三
行
の
構
成
を
持
つ
も
の
は
布
字
も
尹
湾
漢
墓
の
名
謁
に
近
し
く
、
行
頭
が
揃
い

な
が
ら
、
左
下
に
人
名
と
思
わ
れ
る
内
容
が
書
さ
れ
る
。
以
下
図
版
４
例
の
翻
刻
を
示
す
。 

●
図
１
（
図
５
～
９
は
拡
大
） 

 

建
始
四
年
癸
丑
護
臨
匠
充
斲
奴
小
王
誼
作
掾
譚
嗇
夫
宣
佐
通
護
〓
敞
長
楽
省
匠
由
補
節 

中 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
奴
彊
書 

令
政
作
丞
晏
臨
橽 

●
図
２
（
図
10
～
12
は
拡
大
） 

 

河
平
二
年
四
月
乙
亥
護
臨
匠
聖
斲
奴
任
賞
作
掾
憲
嗇
夫
佐
宣
護
長
寿
畦
游
省
匠
賀
補
節 

 

厚
丗
二
寸
五
分
重
一
斤 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奴
良
書 

 

令
政
作
丞
晏
臨
橽 

●
図
３
（
図
13
は
拡
大
） 

 

厚
丗
二
寸
三
分
重
一
斤 

 

補
空
一
所
廣
寸
長
三
分 

●
図
４
（
図
14
は
拡
大
） 

時代 墓名 形式 墓葬年代 墓主 

前漢 河北石家荘市北郊前漢墓 1 題湊 前 201 頃？ 趙王張耳 

前漢 長沙咸家湖前漢曹  墓 2
 題湊 前 201 頃～前 157 頃？ 

曹  （呉臣、呉回よりやや下る） 

前漢 湖南長沙望城坡西漢漁陽墓 3 題湊 前 180～前 157 頃？ 
長沙王后（呉氏王后） 

前漢 湖南長沙象鼻嘴一号漢墓 4 題湊 前 157～前 127 頃？ 
長沙靖王呉著或長沙王劉発 

前漢 江蘇盱眙大雲山漢墓 5 題湊 前 128 頃？ 
江都易王劉非 

前漢 広州東山亀岡南越王漢墓 6 題湊? 前 118 頃 
南越王趙胡（？） 

前漢 安徽六安双墩一号漢墓 7 題湊 前 84 頃 
六安共王劉慶 

前漢 北京老山漢墓 8 題湊 前 80 頃～前 3 頃？ 
燕王劉旦妾或広陽王劉舜后或劉璜后 

前漢 高郵天山一号漢墓 9 題湊 前 54 頃？ 
広陵王劉胥 

前漢 河北定県 40 号漢墓 10 題湊 前 54 頃？ 
中山懐王劉修 

前漢 望城風篷嶺漢墓 11 題湊 前 42～前 49 
長沙王后（劉旦或劉宗或劉魯人后） 

前漢 北京大葆台漢墓 12 題湊 前 44 頃？ 
広陽頃王劉建(？) 

前漢 山東定陶漢墓 13 題湊 前 29～前 27 頃 
定陶恭王劉康 

後漢 河北定県北荘漢墓 14 石 84～88 
中山簡王劉焉 

後漢 山東任城王漢墓 15 石 89～98 
任城考王劉尚 

後漢 徐州土山一号漢墓 16 石 未詳 
彭城王 

後漢 洛陽邙山 17 石 135～180 頃？ 
  

後漢 洛陽孟津送荘漢墓 18 石 152～154 頃？ 
  

 

 

上 

 

補
節
三
所
深
八
分
至
寸
一
分 

 

こ
の
釈
読
に
つ
い
て
は
『
定
陶
漢
墓
黄
腸
題
湊
調
査
、
保
存
与
研
究
』
を
参
照
し
２
３

、

一
部
稿
者
が
補
っ
た
。 

 

こ
こ
の
左
下
部
分
に
「
奴
〇
書
」
の
語
が
見
え
、
こ
れ
が
書
丹
者
の
名
を
表
す
と
考
え
ら

れ
る
。
文
内
容
の
解
釈
と
と
も
に
、
書
丹
者
の
身
分
と
そ
の
書
に
関
す
る
考
察
は
漢
代
書
道

史
上
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
文
構
造
は
骨
簽
や
漆
器
な
ど
の
構
造
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
た
め
、
黄
腸
題
湊
の
製
造
工
程
上
の
管
理
制
度
も
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
漢
代
諸
侯
王
国
の
社
会
制
度
の
一
端
を
垣
間
見
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。 

 

近
年
で
は
骨
簽
資
料
も
充
実
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
漢
代
工
官
研
究
も
盛
ん
に
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
人
名
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
ろ
う
。

惜
し
む
ら
く
は
多
く
の
黄
腸
題
湊
の
墨
書
は
、
あ
っ
た
と
し
て
も
、
河
平
二
年
題
湊
の
よ
う

に
、
赤
外
線
撮
影
し
な
け
れ
ば
判
読
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
膨
大
な
資
料

の
整
理
に
多
大
な
時
間
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
事
例
を
皮
切
り
に
、
ほ

か
の
黄
腸
題
湊
墓
に
お
け
る
黄
腸
題
湊
研
究
が
加
速
す
る
こ
と
を
切
に
望
む
ば
か
り
で
あ
る
。 

 
 

    
 

図 1 図 2 

図 4 

図 3 
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上 

 
補
節
三
所
深
八
分
至
寸
一
分 

 

こ
の
釈
読
に
つ
い
て
は
『
定
陶
漢
墓
黄
腸
題
湊
調
査
、
保
存
与
研
究
』
を
参
照
し
２
３

、

一
部
稿
者
が
補
っ
た
。 

 

こ
こ
の
左
下
部
分
に
「
奴
〇
書
」
の
語
が
見
え
、
こ
れ
が
書
丹
者
の
名
を
表
す
と
考
え
ら

れ
る
。
文
内
容
の
解
釈
と
と
も
に
、
書
丹
者
の
身
分
と
そ
の
書
に
関
す
る
考
察
は
漢
代
書
道

史
上
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
文
構
造
は
骨
簽
や
漆
器
な
ど
の
構
造
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
た
め
、
黄
腸
題
湊
の
製
造
工
程
上
の
管
理
制
度
も
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
漢
代
諸
侯
王
国
の
社
会
制
度
の
一
端
を
垣
間
見
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。 

 

近
年
で
は
骨
簽
資
料
も
充
実
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
漢
代
工
官
研
究
も
盛
ん
に
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
人
名
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
ろ
う
。

惜
し
む
ら
く
は
多
く
の
黄
腸
題
湊
の
墨
書
は
、
あ
っ
た
と
し
て
も
、
河
平
二
年
題
湊
の
よ
う

に
、
赤
外
線
撮
影
し
な
け
れ
ば
判
読
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
膨
大
な
資
料

の
整
理
に
多
大
な
時
間
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
事
例
を
皮
切
り
に
、
ほ

か
の
黄
腸
題
湊
墓
に
お
け
る
黄
腸
題
湊
研
究
が
加
速
す
る
こ
と
を
切
に
望
む
ば
か
り
で
あ
る
。 

 
 

    
 

図 1 図 2 

図 4 

図 3 
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図 5 

（図 1 部分拡大） 

図 6 

（図 1 部分拡大） 

図 7 

（図 1 部分拡大） 

 

   
 

図 8 

（図 1 部分拡大） 

図 9 

（図 1 部分拡大） 

図 1～9 は『定陶漢墓黄腸題湊調査、保存与研究』から引用 
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図 8 

（図 1 部分拡大） 

図 9 

（図 1 部分拡大） 

図 1～9 は『定陶漢墓黄腸題湊調査、保存与研究』から引用 
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図 14 

（図 4 部分拡大） 

図 13 

（図 3 部分拡大） 

図 10 

（図 2 部分拡大） 

図 11 
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三三
、、
黄黄
腸腸
石石
上上
のの
墨墨
書書  

 

黄
腸
石
上
に
見
え
る
墨
書
の
例
は
北
荘
漢
墓
に
お
い
て
発
掘
報
告
中
に
記
載
が
あ
っ
た

も
の
の
２
４

、
そ
れ
以
降
、
図
版
で
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
様
相
に
つ
い
て
は
不
明
な

ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
『
定
州
子
北
荘
漢
墓
黄
腸
石
題
銘
』
に
三
例
収
載
さ
れ
た
こ
と
で
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
図
14
～
17
）
。
こ
れ
ま
で
の
情
報
と
同
じ
く
、
「
上
曲
陽
石
」
の

一
部
の
黄
腸
石
の
み
で
は
あ
る
が
、
比
較
が
可
能
と
な
り
、
『
定
州
子
北
荘
漢
墓
黄
腸
石
題

銘
』
中
で
も
そ
の
墨
書
に
関
し
て
は
随
所
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
『
定
州
北
荘
漢
墓
黄
腸
石

題
銘
』
中
で
の
墨
書
と
そ
の
生
産
工
程
に
関
す
る
記
述
を
以
下
に
抜
粋
す
る
。 

 

当
黄
腸
石
経
過
制
石
工
匠
精
心
契
鑿
斧
刹
、
六
面
加
工
平
整
、
達
到
質
量
要
求
之

後
、
最
後
一
道
工
序
便
是
鐫
刻
文
字
、
即
題
銘
。
一
般
説
来
、
加
工
過
程
中
留
下
的

或
交
叉
的
鏨
道
瘢
痕
、
会
与
所
鐫
刻
文
字
筆
画
産
生
于
擾
、
文
字
顕
得
雑
乱
无
章
、

甚
至
影
響
到
題
銘
清
晰
度
而
難
以
弁
識
、
為
方
便
起
見
、
工
匠
們
利
用
斧
鑿
鏨
刀
等

利
器
、
直
接
在
石
上
選
択
較
平
整
部
位
冲
刻
文
字
、
依
次
而
就
、
一
般
不
必
先
書
後

刻
。
鐫
刻
的
順
序
是
先
将
整
行
文
字
的
横
筆
刻
就
、
而
後
冲
刻
点
、
竪
、
払
、
捺
等

筆
画
。
如
此
、
既
便
于
操
作
、
又
省
工
省
力
。
如

W
4
9

“
望
都
石
文
陽
車
和
”
、
系

魯
国
文
陽
県
工
匠
車
和
所
刻
、
左
行
因
錯
刻
保
留
下
諸
多
横
画
踪
迹
、
右
行
為
二
次

刻
成
功
作
品
。
這
種
情
況
在
北
平
、
望
都
石
材
場
地
題
銘
中
表
現
的
較
清
晰
、
并
為

我
們
分
析
研
究
工
匠
刻
銘
順
序
、
提
供
了
可
信
証
拠
。 

 

先
書
後
刻
的
情
況
形
似
乎
在
上
曲
陽
石
中
可
以
見
到
、
対
保
存
的
墨
書
和
一
部
分

墨
書
一
部
分
鐫
刻
的
題
銘
分
析
表
明
、
在
這
里
大
部
分
題
銘
可
能
採
取
了
先
書
後
刻

工
序
。
２
５ 

 

拠
馬
孟
龍
研
究
２
６

、
黄
腸
石
題
湊
墓
的
建
造
最
早
流
行
今
山
東
、
河
南
両
省
交
界

地
区
、
也
就
是
東
平
、
梁
国
、
魯
国
、
山
陽
郡
分
布
区
域
。
通
過
此
類
墓
葬
建
造
、

這
里
的
工
匠
們
積
累
了
豊
富
的
経
験
、
熟
練
地
掌
握
了
黄
腸
石
制
作
技
術
。
因
此
、

当
定
州
北
荘
子
漢
墓
建
造
時
、
従
這
些
国
（
郡
）
調
集
大
批
経
験
豊
富
的
工
匠
、
参

与
修
建
墓
葬
建
築
工
程
。
另
層
含
義
是
、
在
中
山
国
区
域
内
、
首
次
建
造
這
類
黄
腸

石
題
湊
宏
大
墓
葬
、
当
地
工
匠
自
然
缺
乏
経
験
和
制
石
技
術
。
為
保
証
工
程
進
度
和

質
量
、
管
理
者
将
熟
練
工
安
排
到
各
个
制
作
場
地
、
対
当
地
工
匠
有
很
現
実
的
様
板
、

交
流
和
指
導
作
用
。
這
一
得
力
措
施
、
対
于
墓
葬
建
造
及
黄
腸
石
制
作
、
応
該
起
到

了
非
常
重
要
的
作
用
。
例
如
、
作
為
石
材
産
地
和
黄
腸
石
加
工
場
地
的
上
曲
陽
、
没

有
梁
国
、
魯
国
工
匠
参
加
、
而
山
陽
郡
和
東
平
国
的
工
匠
也
甚
少
、
当
地
也
只
見
苦

陘
、
毋
極
県
工
匠
参
加
。
因
此
、
這
里
不
僅
制
石
数
量
很
少
、
而
且
題
名
非
常
不
規

範
、
文
字
粗
糙
、
布
局
欠
佳
、
在
当
地
工
匠
中
表
現
的
極
為
突
出
。
可
能
是
因
為
缺

少
楷
模
、
題
刻
功
夫
不
熟
練
、
這
里
還
出
現
了
墨
書
題
記
、
有
些
黄
腸
石
上
全
部
為

墨
書
、
有
些
黄
腸
石
的
題
銘
是
墨
書
与
鐫
刻
相
互
結
合
。
這
些
現
象
、
似
乎
表
明
先

書
後
刻
工
芸
在
這
里
較
為
流
行
。
２
７ 

 

以
上
石
工
人
数
并
非
絶
対
准
確
数
字
、
因
為
、
在
黄
腸
石
題
銘
中
、
当
存
在
“
同

名
異
工
”
和
“
異
名
同
工
”
現
象
。
一
些
題
銘
顕
示
、
刻
有
同
一
石
工
姓
名
黄
腸
石
、

可
能
出
自
不
同
石
工
之
手
、
而
同
一
石
工
可
以
為
自
己
、
也
可
以
為
其
他
石
工
（
如

不
識
字
者
）
鐫
刻
。
２
８ 

 

在
北
庄
子
漢
墓
黄
腸
石
上
、
可
見
有
墨
書
題
記
、
但
数
量
較
少
、
所
有
的
墨
書
題

記
、
都
无
一
例
外
見
于
上
曲
陽
石
材
加
工
場
地
生
産
的
黄
腸
石
上
、
説
明
当
時
只
有

這
里
流
行
墨
書
題
記
、
而
北
平
和
望
都
則
不
見
使
用
。
（
中
略
） 

 

另
一
種
型
式
全
部
為
墨
書
題
記
、
在

1
9
5
9

年
発
掘
照
片
中
存
有
三
例
（
中
略
）

石
上
不
見
刻
銘
、
只
存
墨
書
。
也
有
与
墨
書
文
字
内
容
近
同
的
刻
銘
、
（
中
略
）
這

些
情
況
説
明
、
相
同
内
容
刻
銘
、
既
可
以
墨
書
、
也
可
以
鐫
刻
。
上
曲
陽
石
材
産
地

黄
腸
石
的
刻
銘
和
墨
書
題
記
、
大
多
刻
写
于
黄
腸
石
側
面
、
五
六
个
字
仍
須
両
行
布

局
。
２
９ 
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以
上
を
ま
と
め
る
と
、
氏
の
主
張
は
以
下
の
三
点
と
な
る
。 

①
黄
腸
石
の
製
造
に
お
い
て
、
工
人
は
各
地
の
製
石
場
に
派
遣
さ
れ
、
刻
ま
で
行
わ
れ
て

か
ら
石
材
を
運
ん
だ
こ
と 

②
上
曲
陽
石
に
の
み
墨
書
が
見
え
る
の
は
、
そ
れ
が
上
曲
陽
の
製
石
場
で
慣
例
的
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
こ
と 

③
上
曲
陽
の
工
人
が
製
石
お
よ
び
刻
の
作
業
に
不
慣
れ
な
た
め
に
、
そ
の
内
容
を
管
理
者

が
指
導
の
た
め
に
書
丹
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と 

 

し
か
し
、
墨
書
の
字
姿
と
図
18
～
21
の
同
文
の
刻
字
を
比
較
す
る
と
、
同
文
の
も
の
ご

と
に
非
常
に
近
い
字
形
を
取
る
様
子
が
う
か
が
え
、
先
述
の
黄
腸
題
湊
上
の
墨
書
の
よ
う

な
整
っ
た
形
で
は
書
丹
さ
れ
て
い
な
い
。
工
人
に
は
墨
書
の
字
を
そ
の
ま
ま
刻
す
だ
け
の

技
術
は
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
識
字
に
難
が
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、

刻
文
を
刻
す
技
術
面
に
お
い
て
も
不
慣
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
か
は
疑
問
が
残
る
。

ま
た
、
一
部
墨
書
し
か
残
ら
ず
、
刻
さ
れ
ず
に
運
搬
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
疑
問
が
残

る
た
め
、
製
造
工
程
に
つ
い
て
は
よ
り
深
い
議
論
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
北
荘
漢
墓
や
任
城
漢
墓
の
黄
腸
石
の
す
べ
て
に
刻
字
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
点
も
含
め
て
慎
重
に
議
論
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
北
荘
漢
墓
の
黄
腸
石
に
は
、
発
掘
報
告
時
の
様
相
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
部

分
や
毀
損
、
逸
失
し
た
も
の
も
あ
り
、
墨
書
に
つ
い
て
も
、
「
上
曲
陽
」
字
の
み
を
書
丹
し
、

「
新
市
石
」
な
ど
の
別
文
を
刻
し
た
も
の
が
あ
っ
た
記
録
が
あ
る
が
３
０

、
『
定
州
北
荘
漢

墓
黄
腸
石
題
銘
』
の
中
で
そ
れ
ら
の
墨
書
は
確
認
で
き
な
い
。
出
土
か
ら
半
世
紀
ほ
ど
の

間
に
刻
字
に
手
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
資
料
的
な
問
題
点
が
あ
る
こ
と
も
考

慮
し
た
う
え
で
、
慎
重
な
扱
い
が
求
め
ら
れ
る
。 

 
 

おお
わわ
りり
にに  

 

本
稿
で
は
、
近
年
出
版
さ
れ
た
資
料
か
ら
黄
腸
題
湊
お
よ
び
黄
腸
石
上
の
墨
書
の
資
料

を
ま
と
め
、
今
後
の
研
究
の
基
盤
と
す
る
基
礎
的
な
問
題
点
の
提
示
と
、
簡
単
な
考
察
を

付
し
た
。
黄
腸
題
湊
と
黄
腸
石
の
製
造
工
程
の
違
い
や
、
記
録
内
容
の
違
い
な
ど
も
踏
ま

え
、
そ
の
書
体
、
書
風
と
な
っ
た
背
景
に
ま
で
踏
み
込
み
、
漢
代
に
お
け
る
刻
と
書
と
の

関
連
を
紐
解
く
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。 
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注 
１ 

 
 
 

「
河
北
石
家
荘
市
北
郊
西
漢
墓
発
掘
報
告
」
（
『
考
古
』
一
九
八
〇
第
一
期
）
参
照
。 

２ 
 
 
 

「
長
沙
咸
家
湖
西
漢
曹 

 

墓
」
（
『
文
物
』
一
九
七
九
第
三
期
）
参
照
。 

３ 
 
 
 

「
湖
南
長
沙
望
城
坡
西
漢
漁
陽
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
二
〇
一
〇
第
四
期
）
参
照
。 

４ 
 
 
 

「
湖
南
長
沙
象
鼻
嘴
一
号
西
漢
墓
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
八
一
第
一
期
）
参
照
。 

５ 
 
 
 

「
江
蘇
盱
眙
大
雲
山
漢
墓
」
（
『
考
古
』
二
〇
一
二
第
七
期
）
参
照
。
墓
主
に
つ
い
て
は
金
山
・

王
棟
「
江
蘇
盱
眙
大
雲
山
漢
墓
再
考
及
墓
主
身
份
推
定
」
（
『
文
物
鑑
定
与
鑑
賞
』
二
〇
二
一
．

六 

第
十
一
期
）
に
基
づ
い
た
。 

６ 
 
 
 

鄒
安
『
草
隷
存
』
巻
下
所
収
の
「
南
越
王
冢
漢
初
刻
字
跋
」
を
参
照
。
墓
主
に
つ
い
て
は
岡
崎

敬
「
漢
代
明
器
泥
象
と
生
活
様
式
」
（
『
史
林
』
四
十
二
号 

一
九
五
九
）
に
「
『
考
古
学
雑
誌
』

の
創
刊
号
に
は
、
（
中
略
）
一
九
一
六
年
東
山
廟
前
亀
岡
で
発
見
さ
れ
た
い
は
ゆ
る
南
越
王
胡

の
墓
の
木
刻
文
字
の
考
証
な
ど
を
の
せ
て
い
る
。
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
「
譚
鑣
氏
（
広
東
の

文
廟
）
は
元
狩
五
年
（
前
一
一
八
年
）
以
後
歿
し
た
と
推
定
さ
れ
る
南
越
王
胡
か
嬰
斉
の
う
ち
、

後
者
は
孫
呉
の
黄
武
五
年
に
あ
ば
か
れ
た
と
い
う
か
ら
文
王
胡
の
墓
と
想
定
し
た
」
と
の
記
述

に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
現
在
で
は
一
九
八
三
年
に
象
岡
で
発
掘
さ
れ
た
南
越
王
墓
の
墓
主
が
趙

胡
で
あ
る
説
が
有
力
視
さ
れ
て
お
り
、
墓
主
に
つ
い
て
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。 

７ 
 
 
 

『
西
漢
“
黄
腸
題
湊
”
葬
制
的
考
古
発
現
与
研
究
』
（
北
京
市
大
葆
台
西
漢
墓
博
物
館
編 

北
京

燕
山
出
版
社
二
〇
一
三
）
所
収 

王
景
輝
、
楊
立
新
「
安
徽
六
安
双
墩
一
号
漢
墓
」
及
び
、
同

王
景
輝
「
安
徽
六
安
双
墩
一
号
漢
墓
的
発
現
与
研
究
」
参
照
。
墓
主
に
つ
い
て
は
馬
育
良
「
六

安
双
墩
一
号
漢
墓
墓
主
考
」
（
『
合
肥
師
範
学
院
学
報
』
二
〇
〇
八
第
四
期
）
に
基
づ
い
た
。 

８ 
 
 
 

『
西
漢
“
黄
腸
題
湊
”
葬
制
的
考
古
発
現
与
研
究
』
（
北
京
市
大
葆
台
西
漢
墓
博
物
館
編 

北
京

燕
山
出
版
社
二
〇
一
三
）
所
収 

王
鑫
「
北
京
老
山
漢
墓
」
参
照
。
墓
主
に
つ
い
て
は
秋
山
進

午
「
北
京
老
山
漢
墓
参
観
記
」
（
『
大
手
前
大
学
人
文
科
学
論
集
』
第
二
巻 

二
〇
〇
一
）
に
基

づ
く
。
広
陽
王
劉
舜
の
后
か
劉
璜
の
后
が
墓
主
で
あ
れ
ば
、
大
葆
台
漢
墓
よ
り
も
年
代
は
下
る

が
、
本
文
中
の
表
で
は
最
も
早
い
年
代
に
合
わ
せ
た
。 

９ 
 
 
 

『
西
漢
“
黄
腸
題
湊
”
葬
制
的
考
古
発
現
与
研
究
』
（
北
京
市
大
葆
台
西
漢
墓
博
物
館
編 

北
京

燕
山
出
版
社
二
〇
一
三
）
所
収 

梁
白
泉
「
高
郵
天
山
一
号
漢
墓
発
掘
側
記
」
（
原
載
は
『
文
博

通
訊
』
一
九
八
〇
．
八 

第
三
十
二
期
）
参
照
。
墓
主
に
つ
い
て
は
王
冰
「
高
郵
天
山
漢
墓
墓

主
考
弁
」
（
『
文
博
』
一
九
九
九
第
二
期
）
に
基
づ
い
た
。 

１
０ 

 
 
 

「
河
北
定
県
４
０
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
一
九
八
一
第
八
期
）
参
照
。 

１
１ 

 
 
 

「
湖
南
望
城
風
篷
嶺
漢
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
二
〇
〇
七
第
十
二
期
）
参
照
。
墓
主
に
つ
い

て
は
何
旭
紅
「
南
望
城
風
篷
嶺
漢
墓
年
代
及
墓
主
考
」
（
『
文
物
』
二
〇
〇
七
第
十
二
期
）
に
基

づ
い
た
。 

１
２ 

 
 
 

「
大
葆
台
西
漢
木
椁
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
一
九
七
七
第
六
期
）
参
照
。
墓
主
に
つ
い
て
は

王
燦
熾
「
大
葆
台
漢
墓
墓
主
考
」
（
『
文
物
』
一
九
八
六
第
二
期
）
に
基
づ
い
た
。 

１
３ 

 
 
 

「
山
東
定
陶
県
霊
聖
湖
漢
墓
」
（
『
考
古
』
二
〇
一
二
第
七
期
）
参
照
。
墓
主
に
つ
い
て
は
盤
霄

遠
「
山
東
定
陶
霊
聖
湖
漢
墓
墓
主
身
份
研
究
」
に
基
づ
き
、
本
文
に
示
し
た
墨
書
の
釈
文
に
見

え
る
紀
年
も
踏
ま
え
た
。 

１
４ 

 
 
 

「
定
県
北
荘
漢
墓
発
掘
報
告
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
六
四
第
二
期
）
参
照
。
墓
主
に
つ
い
て
は
、

飯
山
三
九
郎
「
河
北
定
県
北
荘
漢
墓
刻
石
の
書
丹
者
」
（
『
書
学
書
道
史
研
究
』
一
九
九
四
）
に

基
づ
く
。 

１
５ 

 
 
 

胡
広
躍
編
著
『
任
城
王
漢
墓
出
土
黄
腸
石
題
刻
全
集
』(

三
秦
出
版
社 

二
〇
一
七)

参
照
。 

１
６ 

 
 
 

「
徐
州
土
山
漢
墓
清
理
簡
報
」
（
『
文
博
通
訊
』
南
京
博
物
院
編
一
九
七
七
．
九
）
参
照
。 

１
７ 

 
 
 

趙
振
華
著
『
洛
陽
東
漢
黄
腸
石
題
名
研
究
』
（
国
家
図
書
館
出
版
社 

二
〇
〇
八
）
参
照
。
こ
こ

に
所
収
の
黄
腸
石
は
孟
津
送
荘
漢
墓
出
土
の
も
の
以
外
、
す
べ
て
漢
墓
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

出
土
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
厳
密
に
は
墓
葬
制
度
と
の
関
連
付
け
は
難
し
い
。
し
か
し
、

黄
腸
石
の
有
紀
年
刻
文
の
資
料
と
し
て
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
ひ

と
ま
と
め
に
し
て
表
中
に
採
用
し
た
。
年
代
は
こ
こ
に
見
え
る
紀
年
の
範
囲
で
あ
る
。 

１
８ 

 
 
 

「
孟
津
送
荘
漢
黄
腸
石
墓
」
（
『
河
南
文
博
通
訊
』
一
九
七
八
第
四
期
）
参
照
。 

１
９ 

 
 

秋
山
進
午
「
北
京
老
山
漢
墓
参
観
記
」
（
『
大
手
前
大
学
人
文
科
学
論
集
』
第
二
巻 

二
〇
〇
一
）

に
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
注
に
「
墓
室
が
黄
腸
題
湊
で
あ
っ
た
こ
と
が
王
学
理
『
秦

始
皇
陵
研
究
』
上
海
人
民
出
版
社
、
１
９
９
４
年
、
７
４
頁
に
記
載
さ
れ
て
い
る
」
と
見
え
る
。

 

『
秦
始
皇
陵
研
究
』
に
つ
い
て
は
ま
だ
稿
者
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
馬
振
智
「
試
談

秦
公
一
号
大
墓
的
椁
制
」
（
『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
二
第
五
期
）
に
も
題
湊
で
あ
る
こ
と
が
言

及
さ
れ
て
い
る
。 

２
０ 

 
 
 

「
河
北
省
平
山
県
戦
国
時
期
中
山
国
墓
葬
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
一
九
七
九
第
一
期
） 

２
１ 

 
 
 

成
倩
、
王
江
峰
『
定
陶
漢
墓
黄
腸
題
湊
調
査
、
保
存
与
研
究
』
（
科
学
出
版
社 

二
〇
一
八
．
七
）

に
附
さ
れ
た
図
版
57
～
67
が
墨
書
に
か
か
わ
る
。 

２
２ 

 
 
 

尹
湾
漢
墓
の
名
謁
の
書
風
に
つ
い
て
は
、
横
田
恭
三
「
尹
湾
漢
墓
簡
牘
の
隷
書
書
法
に
つ
い
て
」

（
『
国
際
書
学
研
究 

:
 

第
４
回
国
際
書
学
研
究
大
会
記
念
論
文
集
』
書
学
書
道
史
学
会
編
二
〇

〇
〇
）
に
詳
し
い
。 

２
３ 

 
 
 

成
倩
、
王
江
峰
『
定
陶
漢
墓
黄
腸
題
湊
調
査
、
保
存
与
研
究
』
（
科
学
出
版
社 

二
〇
一
八
．
七
）

一
九
五
頁
及
び
二
〇
三
頁
参
照
。
こ
こ
に
見
え
る
釈
文
は
「
建
始
四
年
癸
丑…

…

長
楽
省
匠
由

…
…

」
、
「
河
平
二
年
四
月
己
亥
護
臨
匠…

…

長
寿
畦
游
省
匠
賀
補
節…

…

奴
良
書…

…

令
政
作

丞
晏
臨
橽
」
、
「…

…

補
空
一
所
廣
寸
長
三
分…

…

」
の
三
種
で
あ
る
。 

２
４ 

 
 
 

「
定
県
北
荘
漢
墓
発
掘
報
告
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
六
四
第
二
期
）
一
五
五
～
一
五
九
頁
に
あ

る
「
北
荘
漢
墓
題
名
石
塊
登
記
表
」
中
の
114
石
及
び
138
石
の
「
上
曲
陽
」
字
が
そ
れ
ぞ
れ
墨

書
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

２
５ 

 
 
 

定
州
市
文
化
広
電
和
旅
游
局
編
著
『
定
州
北
荘
子
漢
墓
黄
腸
石
題
銘
』
（
文
物
出
版
社 

二
〇
二

〇
．
一
二
）
五
一
頁
。 

２
６ 

 
 
 

馬
孟
龍
「
定
県
北
荘
漢
墓
墓
石
題
銘
相
関
問
題
研
究
」
（
『
考
古
』
二
〇
一
二
第
十
期
）
に
、

「
就
目
前
的
考
古
発
掘
来
看
、
以
石
筑
墓
垣
為
特
点
的
漢
代
諸
侯
王
墓
葬
最
早
出
現
在
今
山
東
、

河
南
両
省
交
界
地
区
、
如
山
東
巨
野
紅
土
山
漢
墓
、
河
南
永
城
僖
山
一
号
墓
、
二
号
墓
和
窯
山

一
号
墓
、
二
号
墓
便
属
于
這
一
墓
葬
類
型
。
紅
土
山
漢
墓
墓
主
被
認
為
是
西
漢
昌
邑
王
劉
髆
、

而
僖
山
、
窯
山
両
墓
墓
主
可
確
定
為
西
漢
晩
期
的
某
両
代
梁
王
和
王
后
。
趙
化
成
、
高
崇
文
両

位
先
生
提
到
、
僖
山
漢
墓
“
反
映
了
諸
侯
王
墓
中
一
種
新
葬
制
開
始
出
現
”
。
北
庄
漢
墓
的
営

造
形
制
与
紅
土
山
漢
墓
、
僖
山
漢
墓
、
窯
山
漢
墓
多
有
近
似
、
而
紅
土
山
漢
墓
、
僖
山
漢
墓
、

窯
山
漢
墓
墓
石
同
様
帯
有
題
銘
因
此
両
者
間
応
当
存
在
淵
源
関
系
。 

（
中
略
）
以
凿
刻
石
块

塁
砌
墓
壁
的
墓
葬
形
制
逐
漸
由
昌
邑
国
、
梁
国
流
行
于
周
辺
的
東
平
、
魯
等
王
国
。
至
東
漢
初

期
、
石
筑
墓
垣
的
営
造
技
術
在
梁
、
山
陽
、
魯
、
東
平
等
地
已
経
成
熟
。
中
山
簡
王
在
営
建
陵

墓
時
採
用
了
石
筑
壁
垣
的
墓
葬
形
制
、
因
此
従
梁
国
、
魯
国
、
東
平
国
、
山
陽
郡
引
進
大
量
工

匠
参
与
王
陵
的
営
建
、
故
北
庄
漢
墓
墓
葬
形
制
与
僖
山
漢
墓
、
窯
山
漢
墓
多
有
相
似
之
処
。
」

と
あ
る
の
に
拠
る
。 

２
７ 

 
 
 

注
二
四
参
照
。
五
四
頁
。 

２
８ 

 
 
 

同
五
九
頁
。 

２
９ 

 
 
 

同
六
六
頁
。 

３
０ 

 
 
 

注
二
三
参
照
。 
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『
秦
始
皇
陵
研
究
』
に
つ
い
て
は
ま
だ
稿
者
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
馬
振
智
「
試
談

秦
公
一
号
大
墓
的
椁
制
」
（
『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
二
第
五
期
）
に
も
題
湊
で
あ
る
こ
と
が
言

及
さ
れ
て
い
る
。 

２
０ 

 
 
 

「
河
北
省
平
山
県
戦
国
時
期
中
山
国
墓
葬
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
一
九
七
九
第
一
期
） 

２
１ 

 
 
 

成
倩
、
王
江
峰
『
定
陶
漢
墓
黄
腸
題
湊
調
査
、
保
存
与
研
究
』
（
科
学
出
版
社 

二
〇
一
八
．
七
）

に
附
さ
れ
た
図
版
57
～
67
が
墨
書
に
か
か
わ
る
。 

２
２ 

 
 
 

尹
湾
漢
墓
の
名
謁
の
書
風
に
つ
い
て
は
、
横
田
恭
三
「
尹
湾
漢
墓
簡
牘
の
隷
書
書
法
に
つ
い
て
」

（
『
国
際
書
学
研
究 

:
 

第
４
回
国
際
書
学
研
究
大
会
記
念
論
文
集
』
書
学
書
道
史
学
会
編
二
〇

〇
〇
）
に
詳
し
い
。 

２
３ 

 
 
 

成
倩
、
王
江
峰
『
定
陶
漢
墓
黄
腸
題
湊
調
査
、
保
存
与
研
究
』
（
科
学
出
版
社 

二
〇
一
八
．
七
）

一
九
五
頁
及
び
二
〇
三
頁
参
照
。
こ
こ
に
見
え
る
釈
文
は
「
建
始
四
年
癸
丑…
…

長
楽
省
匠
由

…
…

」
、
「
河
平
二
年
四
月
己
亥
護
臨
匠…

…

長
寿
畦
游
省
匠
賀
補
節…

…

奴
良
書…

…

令
政
作

丞
晏
臨
橽
」
、
「…

…

補
空
一
所
廣
寸
長
三
分…

…

」
の
三
種
で
あ
る
。 

２
４ 

 
 
 

「
定
県
北
荘
漢
墓
発
掘
報
告
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
六
四
第
二
期
）
一
五
五
～
一
五
九
頁
に
あ

る
「
北
荘
漢
墓
題
名
石
塊
登
記
表
」
中
の
114
石
及
び
138
石
の
「
上
曲
陽
」
字
が
そ
れ
ぞ
れ
墨

書
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

２
５ 

 
 
 

定
州
市
文
化
広
電
和
旅
游
局
編
著
『
定
州
北
荘
子
漢
墓
黄
腸
石
題
銘
』
（
文
物
出
版
社 

二
〇
二

〇
．
一
二
）
五
一
頁
。 

２
６ 

 
 
 

馬
孟
龍
「
定
県
北
荘
漢
墓
墓
石
題
銘
相
関
問
題
研
究
」
（
『
考
古
』
二
〇
一
二
第
十
期
）
に
、

「
就
目
前
的
考
古
発
掘
来
看
、
以
石
筑
墓
垣
為
特
点
的
漢
代
諸
侯
王
墓
葬
最
早
出
現
在
今
山
東
、

河
南
両
省
交
界
地
区
、
如
山
東
巨
野
紅
土
山
漢
墓
、
河
南
永
城
僖
山
一
号
墓
、
二
号
墓
和
窯
山

一
号
墓
、
二
号
墓
便
属
于
這
一
墓
葬
類
型
。
紅
土
山
漢
墓
墓
主
被
認
為
是
西
漢
昌
邑
王
劉
髆
、

而
僖
山
、
窯
山
両
墓
墓
主
可
確
定
為
西
漢
晩
期
的
某
両
代
梁
王
和
王
后
。
趙
化
成
、
高
崇
文
両

位
先
生
提
到
、
僖
山
漢
墓
“
反
映
了
諸
侯
王
墓
中
一
種
新
葬
制
開
始
出
現
”
。
北
庄
漢
墓
的
営

造
形
制
与
紅
土
山
漢
墓
、
僖
山
漢
墓
、
窯
山
漢
墓
多
有
近
似
、
而
紅
土
山
漢
墓
、
僖
山
漢
墓
、

窯
山
漢
墓
墓
石
同
様
帯
有
題
銘
因
此
両
者
間
応
当
存
在
淵
源
関
系
。 

（
中
略
）
以
凿
刻
石
块

塁
砌
墓
壁
的
墓
葬
形
制
逐
漸
由
昌
邑
国
、
梁
国
流
行
于
周
辺
的
東
平
、
魯
等
王
国
。
至
東
漢
初

期
、
石
筑
墓
垣
的
営
造
技
術
在
梁
、
山
陽
、
魯
、
東
平
等
地
已
経
成
熟
。
中
山
簡
王
在
営
建
陵

墓
時
採
用
了
石
筑
壁
垣
的
墓
葬
形
制
、
因
此
従
梁
国
、
魯
国
、
東
平
国
、
山
陽
郡
引
進
大
量
工

匠
参
与
王
陵
的
営
建
、
故
北
庄
漢
墓
墓
葬
形
制
与
僖
山
漢
墓
、
窯
山
漢
墓
多
有
相
似
之
処
。
」

と
あ
る
の
に
拠
る
。 

２
７ 

 
 
 

注
二
四
参
照
。
五
四
頁
。 

２
８ 

 
 
 

同
五
九
頁
。 

２
９ 

 
 
 

同
六
六
頁
。 

３
０ 

 
 
 

注
二
三
参
照
。 
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